第７章　水産業
概況
　本府の漁業は、瀬戸内海に属する小海域に限られた大阪湾の東部約700平方キロメートルを主要漁場としている。
　西は明石海狭を経て播磨灘に通じ、南は友ケ島を経て紀伊水道につらなる延長わずか70キロメートルの海岸線は８市４町に属し、漁港は昭和54年3月末日現在で12港、そのうち第１種は８港、第２種他は４港となっている。
　主な漁場は前記大阪湾の東部で、海岸線から1,000メートルから2,000メートル以内は漁業権漁場、その沖合は入会漁場となっている。
　湾内魚類は外洋よりの回遊魚は少なく、したがって湾内性、内海性の魚介類が大部分を占めている。
　主な魚種は、「いわし」、「あじ」、「かれい類」、「ぼら」、「すずき」、「あなご」、「えび」、「たこ」など豊富であり、漁獲量は、昭和51年以降4万トンを超えている。
　なお、本府の漁場は、狭あいではあるが淀川をはじめ湾内に流入する河川が多いため魚の餌料生物に富んでおり、そのため単位漁場面積当たりの漁獲量は瀬戸内海でも高い水域となっている。
経営体数と漁船数
　経営体数は、昭和53年11月1日現在実施の｢第６次漁業センサス｣によると、総数791経営体でそのうち個人経営体は750経営体(94.8パーセント)を占め、第５次漁業センサス(昭和48年11月1日現在実施)と比較すると44経営体の減少となっている。
　漁船数を登録されたもので見ると、昭和54年12月末日現在では1,531隻で前年の1,487隻より44隻(3.0パーセント)の増加となっている。
　漁船種類別にみると、動力船は1,482隻で前年の1,437隻より45隻(3.1パーセント)の増加、無動力船は49隻で前年の50隻より１隻(2.0パーセント)の減少となっている。
漁労日数と漁獲量
　昭和54年中に漁業を営んだ日数は延べ9万6,503日で前年の10万3,045日より6,542日(6.3パーセント)少なくなっている。
　総漁獲量は2万4,682トンで前年の4万6,983トンより２万2,301トン(47.5パーセント)の減少となっている。
　漁業種類別にみると、まき網(岸和田市、泉佐野市、堺市が中心)が75.6パーセントで一番多く、つぎに底びき網(泉佐野市、岸和田市、阪南町が中心)が11.4パーセント、パッチ網(岸和田市、泉佐野市、堺市が中心)が7 .3パーセントとなっており、さし網、小型定置網、釣り、はえなわ漁業と続いている。
　又、魚種別にみると、魚類が2万2,626トン(総漁獲量の91.7パーセント)、水産動物2,002トン(8.1 パーセント)、貝類、海草類となっている。
　なお、魚類のうち｢いわし類｣が1万1,584トンで51.2パーセントを占めている。
内水面漁業漁獲量
　昭和54年中の内水面漁業漁獲量は31.8トンで前年の29.4トンより2.4トン(8.2パーセント)の増加となっている。
　主な魚種別にみると、あゆが13.3トン（総漁獲量の41.8パーセント)で最も多く、ついでうなぎ5.9トン(18.6パーセント)、ふな4.3トン(13.5パーセント)、こい2.7トン(8.5パーセント)となっている。
内水面養殖業収獲量
　昭和54年中の内水面養殖業収獲量は587.0トンで前年の639.5トンより52.5トン(8.2パーセント)の減少となっている。養殖種類別に主なものをみると、ふな養殖が341.8トン（総収獲量の58.2パーセント)で最も多く、ついで､こい養殖98.1トン(16.7パーセント)､うなぎ養殖34.9トン(5.9パーセント)となっている。
